






























































































ど ち ら へ も 曖 味 な 返 事 を し た
ため
、
事 態 を 紛 糾 さ せ た あ げ く 、
結 局 、
一 高 校 長 久 原 射弦 と 高
師 校 長 嘉 納 治 五 郎 と の 直 接 交 渉 に
よ っ て 、
高師へ週二回、
年 俸 四
( 11 8 ) 
百五十 円 で 出 講 す る こ と が 決 ま っ た の で あ る 。








ル 」 の 記
者
を
志 願 し て 失 敗 す る ” 採 用 判 定 の 預 料 と し
て、
禅 に つ い て 英 語
． で 述 ぺ た 論 文
（ 大 判 約 十 枚 ） を 提 出 す る が 、
そ の
論 文 が 何 の 説 明
も な く 黙 っ て 突 き 返 さ れ た の で あ ろ 。
漱石は、
こ の ジ ャ パ ン ・ メ
ール社の態度に腹を立てて、
仲 介 者 で あ る 菅 虎 雄 の 前 で 論 文 を 破
り 捨 て た と い う 。
こ の 記 者 志 願 は 失 敗 に 終
り、
結 局 は 三 ヶ 月
後 の 同
年 四 月 、 松 山
ヘ中学校教師として赴任する訳であるが、
こ こ で 漱 石
が、
教 師 以




漱 石 は 明 治 二 十 八 年 四 月 の 松 山 中 学 校 教 師 を 皮 切 り
に、
（学生時
の ア ル パ イ ト 教 師 の 経 験 は 除 き ） 第 五 高 等 学 校 、
英国留学から帰
朝後の一高
・ 東 大 と 、
明治四十年四月の朝日新聞社入社に至るま
で十二年間教師として生活しているのであるが、
そ の 間 教 団 か ら




常 に 彼 の
中にくすぶっていたようである。
明 治 三 十 年 四 月 一 一 十 三 日 の 子 規 宛 書 簡
に、
「 小 生 身 分 色 々 御 配
、 、
、
慮 あ り が た ＜ 奉 謝 候 実 は 教 師 は
近頃厭にな
り 居 候 （ 中 略 ） 去 年 ＋
月 頃 教 師 を や め た い が 好 分 別 は
な き
や と 中 根 に 相 談 致 し 候 （ 後 略
．傍点筆者）」とあ
り、
明 治 二 十 九 年
十月、
つまり第五高等学校
に 転 勤 し て 半 年 、
正 式 に 教 職 に つ い て 一 年 半 に な る か な ら な い か
の 時 期 に 、
す で
に 岳 父 中
根 重 一 の 力 を 借 り て 外 務 省 翻 訳 官 や 図 書
館などの転職先を
探 し て い た こ と を 伝 え て い る し 、
そ の
後 留 学 先
のロッドンから本国の友人や妻鋭子に宛てた書簡にも「知つて教師なんかするのは厭でたまらない（明35.2.
，16 菅 虎 雄 宛 ） 」 「 著
書なんかや
ら








め た き は 教 師
（ 明 38 . 9 . 17 高 浜 消
宛
） 」 「 小 生 如 き
は ど こ へ 参




ら し て い ろ 。
そ し て 漱 石 が 、
終 始
自
分 自 身 を 教 師
に ふ さ わ し く な い 人 間 だ と
み な し て い
た
こ と は 、
教 師
を始めたばかりの明治二十八年、松山
中 学 校 の 校 友 会 誌 の 求 め に 応 じ て 掲 載 し た 「 愚 見 数 則 」 に 、
「 余
は 教 育 者 に 適 せ ず 、
教 育 家 の 資 格 を 有 せ ざ れ ば な り 」 と 述 べ 、
ま
た 晩 年 の 大 正 四 年 に 行 な わ れ た 有 名 な 講 演 「 私 の 個 人 主 義 」 に おい て も 、
その導
人




ら 欠 け て ゐ た の
ですから、
私はどうも窮屈で恐れ入り
ま し た （ 中 略 ） 当 時 の 私 は
ま あ 肴 屋 が 菜 子 展 へ 手 伝
ひに行ったや
う な も の で し た 」 と 述 憶 し て い る
ことなど













































































































































































































































































































































































































・ 教 授 後 未 だ 一 週 間 に 過 ぎ ず 候 へ ど も 地 万 の 中 学 校 の 有 様 杯 は 東
京 に 在 つ て 考 ふ る
如き淡泊のものには無之小生如きハーミット




洋 庁 鵞 庁 薔 か 哭 [ C い
、 、 、 、 、 、 、
、、、、
出来ぬ様にな
り は せ ぬ か と 窃 か
に 心 配 致 居 候 （ 以 下 傍 点 筆 者 ）
東都の二瓢生を捉へて大先生の如く取扱ふ甲返す/＼恐縮の至に
御
座 快 （ 中 略 ） 小 生 宿 所 は 裁 判 所 の 裏 の 山 の 半 腹 に て 眺 望 絶
佳の別天地恨らくは猶俗物の厄介を受け居る事を当地にては先







な ら ば 九 洲 の 山 河 を 祓 渉 致 度 と 存 候 へ ど も 嚢 中 自
、 、 、 、ら銭なくといふ景況にて奈伺とも
致 し 難 く 候 （ 中 略 ） 小 生 当
地
に 参 り 候 目 的 は 金 を た め て 洋 行
の昨費を作る所存に有之候処夫
、、、、、、、、、、、、、
所ではなく月給は十五日位にてなくなり申侯（傍点箪者）右 の 三 通 の 祖 簡 の 内 、 第 一 と 第 三 の 世 簡 は そ れ ぞ れ 恩 師 と 先 政
と に 松 山 で の 情 況 を 報 告 し た も の で あ
る。従って、文面は多少形
式 的 で 、 出 費 の か さ む こ と を 揆 然 と 述 ぺ て 貯 菩 困 難 で あ る こ と を報告するに留めている
が 、 第 二 の 書 簡 は 親 友 正 岡 子 規 に 宛 て た も
のだけに
内容も具体的で、ざっくばら







と 、 そ こ に 誉 か れ た 漱 石 の 出 費
の 理 由 は 、
「当地にては先生然と
せ ね ば な ら ぬ




















ず 、 沼 の み 箔




れ ば な ら な い 訳 で 、 実 際 か
なりの出費になったであろう。当時は
官 吏 の 身 分 、 階 級 、 俸 給 額 、 異 動 な ど は 新 聞 紙 上 に 発 表 さ れ
て い










































































．子規の同居していたニヶ月間は、右に述べられたような食費や生 活 費 以 外 に も 、 病 後 の 身 体 で 床 に 伏 し て い
ることの多い
子規に、








労 者 ） と し て の 第 一 歩
を踏み出した漱
石 は 、 「 小 生 如 き ハ ー ミ ッ
ト的の人間は大に困却」と嘆息しながらも、一個の完成された社会人として




て お ら ず 、 出 費 の 多 さ に 対 し て 、 特 別 な 女 性 へ の 仕 送 り が あ っ たの で は な い か 、 と す る 宮 井 一 郎 氏 の 推 測 な ど も 出 さ れ て い る 。 ど
（ 紅 13 )
ちらにしても、漱石は周辺との比較の上ではかなりの高額所得者で あ っ た に も か か わ ら ず 、 本 人 自 身 は 経 済 的 に 余 裕 が あ る と い う意 識 を 持 っ て い な か っ た
のは確かである。従って、結婚をしたい
ことを洩らしながらも、明治二十八年十一月十四日の子規宛搭商
． で は 、 「 三 々 九 度 の 方 は や め
に
す る か も 知 れ ず 如 何 と な れ ば 先 づ
金の金主から探さねばならぬからな」と魯き送っているのである。しかし、漱石の
結婚については同年十二月には中根鋭との婚約が




註 10註 11 註9 註 8 註 6註
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‘
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• 
註ー註 2
参照 漱 石 密 簡 、 明 治 二 十 六 年 八 月 十 五 日 立 花 銑 三 郎 宛 参 照同右これらの就職迎動については、大正四年三月二十二日、学 習 院 で 行 な っ た 講 演 「 私 の 侶 人 主 義 」 の 中 で 回 想 し てい
る
。
漱 石 が エ リ ー ト の 道 を 歩 む に 到 っ た 事 情 、 決 意 そ の 他 につ い て は 拙 稿 「 夏 目 漱 石 の 経 済 感 党 （ そ の 二 ） ー＇ 自 分の 力 で 獲 得 す る も の — ' 」 （
『
岡 大 国 文 論 稿 第 十 四 号 』
昭 61 . 3 ) 参 照荒
正 人 『 漱 石 研 究 年 表 』 参 照
．
前 掲 才 神 時 雄 「 漱 石 の 月 偉 八 十 円 の 背 景 」 参 照明 治 二 十 八 年
四 月 十 二 日 清 水 彦 五 郎 宛
拙 稿 「 夏 目 漱 石 の 経 済 感 笈 （ そ の 一 ) |｀ 他 者 へ
の経
済
援 助 ー 」 （ 『 岡 大 国 文 論 稿 第 十 三 号 』 昭 60 . 3 )前 掲 荒 正 人 『 漱 石
研 究 年 表 』 吉 田 美 里 「 夏 目 先 生 を 憶 ふ 」
















荒正人氏の『漱石研究年表』によれば、松山 学校 同僚たらの俸給は前述の校長、横地以外では英語教師西川忠太郎四十円、数学教師渡辺政和三十五円、英話助 諭弘中又―二十円、体操助 諭浜本利三郎 二 あ 。
（山形県立米沢女子短期大学講師）
金沢大学語学文学研究
応2
金沢大学文 部論集（金沢大学）花菜（花菜発行所）
3
岐阜女子大学紀要
第十五号
教育学部紀要 福島大学）金城国文（金城学院大学）近代文学研究 上智大学）近代文学論集（九州大学）芸術論集（大阪芸大）
第十一号 第三十九号第六十二号第
四
簗
第六号
第十五号
活水日文（活水女子短期大学）活水論文集
第二十九渠
金沢大 教茫部論集
人文科学編
第十二号
ノ
ー
4 2
ノ
2
3 2 
第十三号
研究室受贈図書雑誌目録（二）
伊勢歌鍔伎賓料潤査報（伊勢文化会議所）愛媛国文と教育（愛媛大学）
第十七号
大阪育山短大国文
．
第二号
大阪樟蔭女子大学論集
第二十三号
大谷女子 国文
第十六号
大要国文（ 衷女子大学）
第十七号
大妾女子 学文学部紀要
第十八号
学大国文（大阪教育
第二十九号
第十四号 3 
-so-
